
福岡県 

佐賀県 

熊本県 熊本県 

長崎県 

本店 

中央本町 

営
業
地
域
の
概
況

や
ま

「
佐
賀
」
の
名
称
の
由
来
は
、
「
日

と
た
け
る
の
み
こ
と

く
す
の
き

本
武
尊
が
御
巡
幸
の
時
、
楠
樹
の
栄

え
繁
る
有
様
を
見
ら
れ
、
こ
の
国
は

さ
か
え

『
栄
の
国
』
と
呼
ぶ
が
よ
か
ろ
う
と

申
さ
れ
、
そ
の
後
『
栄
の
都
』
と
い

い
、
改
め
て
佐
嘉
郡
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
」（
意
訳
）
と
『
肥
前
風
土

記
』
に
あ
る
。
明
治
維
新
に
至
り
、

佐
嘉
庁
で
新
政
の
一
環
と
し
て
達
示

を
も
っ
て
「
嘉
」
が
「
賀
」
に
改
め

ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

当
金
庫
の
営
業
地
区
は
、
佐
賀
県

と
福
岡
県
大
川
市
で
あ
る
が
、
営
業

店
が
あ
る
佐
賀
市
（
十
二
店
舗
）、

か
わ
そ
え

佐
賀
郡
川
副
町
（
一
店
舗
）
お
よ
び

か
ん
ざ
き

と

す

神
埼
市
（
一
店
舗
）、
鳥
栖
市
（
一

店
舗
）
を
中
心
に
十
五
店
舗
で
、
佐

賀
市
を
中
心
と
し
た
佐
賀
県
の
東
部

地
区
を
営
業
地
盤
と
し
て
い
る
。

佐
賀
県
内
に
は
、
ほ
か
に
唐
津
信

用
金
庫
、
伊
万
里
信
用
金
庫
、
杵
島

信
用
金
庫
と
三
金
庫
が
あ
る
が
、
四

金
庫
が
そ
れ
ぞ
れ
き
れ
い
に
営
業
地

盤
を
分
け
合
っ
て
い
る
珍
し
い
地
域

で
あ
る
。

は
が
く
れ

本
店
の
あ
る
佐
賀
市
は
『
葉
隠
』

で
知
ら
れ
た
鍋
島
藩
三
十
六
万
石
の

城
下
町
で
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日

に
佐
賀
市
、
諸
富
町
、
大
和
町
、
富

士
町
お
よ
び
三
瀬
村
が
合
併
し
て
、

management
philosophy

& policy

佐賀信用金庫
理事長

大坪 豊
〈おおつぼ・ゆたか〉
２００３年６月入庫。常勤理事を経
て、２００４年６月より現職。座右の
銘は「不易流行」。

佐賀県：佐賀市、鳥栖市、多久市、唐津市、
伊万里市、武雄市、鹿島市、小城
市、嬉野市、神埼市、佐賀郡、神

み や き

埼郡、三養基郡、杵島郡、藤津郡、
東松浦郡、西松浦郡

福岡県：大川市

営業地区

マークの意味は、信頼・誠実・
情熱をもって地域と共に２１世紀
へ向かって前進していく姿を表
現しています。S字の末広がり
は“さがしんきん”の頭文字と
佐賀平野をアレンジしたもの。

の
経営理念
経営方針

私

シンボルマーク

10 「信用金庫」２００６・１１



人
口
二
十
万
人
の
新
し
い
佐
賀
市
に

な
り
、
来
年
に
は
南
部
三
町
と
の
合

併
に
向
け
協
議
が
継
続
さ
れ
て
い

る
。
新
し
い
佐
賀
市
は
、
県
庁
所
在

地
同
士
（
佐
賀
市
・
福
岡
市
）
が
接

す
る
全
国
で
も
珍
し
い
市
で
あ
り
、

せ

ぶ
り

背
振
山
系
の
山
麓
部
の
山
林
や
清

流
、古
代
肥
前
の
国
の
行
政
府
跡「
肥

前
国
庁
」、
中
心
部
の
長
崎
街
道
に

代
表
さ
れ
る
歴
史
遺
産
や
佐
賀
城
公

園
、日
本
の
近
代
化
を
先
導
し
た「
幕

末
維
新
期
の
佐
賀
」
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
る
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
、
筑

後
川
に
か
か
る
昇
開
橋
や
佐
賀
平
野

に
広
が
る
ク
リ
ー
ク
や
田
園
風
景
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
。

毎
年
、
佐
賀
市
の
嘉
瀬
川
河
川
敷

で
熱
気
球
の
国
際
的
な
大
会
「
佐
賀

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ

ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
る
。
例
年
、

百
十
数
機
の
バ
ル
ー
ン
の
参
加
と
百

万
人
の
観
客
動
員
数
を
誇
る
が
、
今

年
は
十
一
月
一
日
か
ら
五
日
に
開
催

さ
れ
、
当
金
庫
も
バ
ル
ー
ン
一
機
を

所
有
し
参
加
し
た
。

佐
賀
市
に
隣
接
す
る
神
埼
市
と
吉

野
ヶ
里
町
に
あ
る
「
吉
野
ヶ
里
遺

跡
」
は
、
わ
が
国
弥
生
時
代
最
大
規

模
の
環
濠
集
落
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
記
さ
れ

ほ
う
ふ
つ

た
邪
馬
台
国
の
様
子
を
彷
彿
と
さ
せ

る
建
物
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

で
、
一
躍
全
国
の
注
目
を
集
め
た
。

「
国
営
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
」
と
し

て
整
備
さ
れ
、
日
本
の
古
代
の
歴
史

を
解
き
明
か
す
う
え
で
、
き
わ
め
て

貴
重
な
資
料
や
情
報
が
集
ま
っ
て
い

る
。佐

賀
市
に
は
、
伊
勢
皇
大
神
宮
の

御
分
霊
を
い
た
だ
く
全
国
唯
一
の
伊

勢
神
社
（
九
州
の
お
伊
勢
さ
ん
）
が

あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
辻
々
に
は
三

百
七
十
四
体
に
も
及
ぶ
恵
比
須
像

（
え
び
す
さ
ん
）
が
あ
り
、
当
金
庫

本
店
西
隅
に
も
恵
比
須
像
（
ゆ
め
こ

い
え
び
す
）
が
あ
る
。
こ
の
「
ゆ
め

こ
い
え
び
す
」
は
最
近
、
唐
津
市
沖

の
宝
当
神
社
と
な
ら
ん
で
、
宝
く
じ

り
や
く

の
ご
利
益
が
あ
る
と
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。

ま
た
、
最
近
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の

「
は
な
わ
」
や
島
田
洋
七
原
作
の

『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
が

映
画
化
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に
佐
賀
の
知
名
度
が

ア
ッ
プ
し
て
き
た
。

佐
賀
市
の
中
心
商
店
街
は
ご
多
分

に
も
れ
ず
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
や
市
周
縁
部
へ
の
相
次
ぐ

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
進
出

せ
き
じ
つ

で
空
洞
化
が
進
み
、
昔
日
の
面
影
は

な
い
。
今
年
十
二
月
に
は
三
番
目
の

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
オ
ー

信頼・誠実・情熱をもって
地域と共に！
地域の繁栄に貢献し、
地域に愛される金融機関への
飽くなき挑戦！

私の経営理念・経営方針

（平成１８年３月末現在）
預 金 残 高……………………………１，０２０億円
貸出金残高………………………………６５５億円
出 資 金………………………………１．７億円
店 舗 数………………………………１５店舗
会 員 数……………………………１０，４２８人
役 職 員 数…………………………………１６０人
預 貸 率………………………………６４．２１％
自己資本比率………………………………１２．６３％

当金庫の概要

当金庫のバルーン「信金ドリーム号」
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プ
ン
す
る
。
全
国
有
数
と
も
い
わ
れ

る
整
備
さ
れ
た
環
状
道
路
網
沿
い
の

専
門
店
も
、
空
洞
化
に
拍
車
が
か
か

る
と
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
九
州
最
大
の
都
市
・
福
岡

市
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
で
最
短
三
十
分
強
、

天
神
（
福
岡
市
の
中
心
街
）
ま
で
高

速
直
通
バ
ス
で
一
時
間
強
と
、
近
距

離
で
し
か
も
低
料
金
で
行
け
る
こ
と

か
ら
、
�
ハ
レ
�
の
買
い
物
は
福
岡

へ
、
日
用
品
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
へ
と
い
う
流
れ
も
商
店
街

衰
退
の
一
因
で
あ
る
。

一
方
、
九
州
縦
貫
・
横
断
両
自
動

車
道
が
東
洋
一
の
ク
ロ
ー
バ
ー
型
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
交
差
す
る
鳥
栖
市

は
、
九
州
の
主
要
都
市
を
車
で
最
大

二
時
間
半
足
ら
ず
で
結
び
、
九
州
高

速
交
通
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

交
通
利
便
性
を
確
保
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
は
鹿
児
島
本
線
、

長
崎
本
線
の
分
岐
駅
、
ま
た
、
久
大

本
線
の
始
発
駅
で
も
あ
り
、
鳥
栖
市

は
九
州
陸
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
、

数
多
く
の
企
業
・
工
場
群
が
進
出
し

て
き
て
い
る
。
平
成
十
六
年
三
月
に

は
、
九
州
最
大
規
模
の
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
が
開
業
し
た
。
最
近
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
２
の
「
サ
ガ
ン
鳥
栖
」
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。

当
金
庫
の
沿
革
お
よ
び
概
況

当
金
庫
は
、
戦
後
の
混
乱
状
態
が

収
ま
ら
ず
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価

高
、
慢
性
的
な
資
金
不
足
で
市
中
金

融
が
常
に
ひ
っ
迫
す
る
中
、
貯
蓄
奨

励
と
小
口
金
融
を
目
的
と
し
て
昭
和

二
十
三
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
佐
賀

投
資
株
式
会
社
を
源
と
す
る
。

そ
の
後
、
産
業
、
経
済
再
建
の
原

動
力
と
な
る
中
小
零
細
事
業
所
を
法

的
に
保
護
育
成
し
、
庶
民
金
融
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
の
法
的
整
備
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
金
融
機
関
の
設
立
の

機
運
が
高
ま
っ
た
。
当
時
、
佐
賀
県

下
に
は
唐
津
、
伊
万
里
に
信
用
組
合

が
あ
っ
た
が
、
佐
賀
市
に
は
存
在
し

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
当
局
、

財
務
当
局
、
市
当
局
や
地
元
経
済
界

か
ら
佐
賀
市
に
お
け
る
信
用
組
合
の

設
立
が
強
く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ

う
し
た
中
、
当
金
庫
の
前
身
で

あ
る
佐
賀
信
用
組
合
は
、
佐
賀
投
資

株
式
会
社
を
発
展
的
に
解
消
し
、「
佐

賀
の
金
は
佐
賀
で
使
う
こ
と
、
組
合

員
同
士
が
相
互
扶
助
の
精
神
を
以
っ

て
郷
土
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と

が
、
金
融
の
真
の
あ
り
方
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
」
と
の
発
起
提
唱
に

よ
り
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
五
日

に
市
街
地
信
用
組
合
法
に
基
づ
き
、

佐
賀
市
元
町
（
中
心
商
店
街
）
に
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
で
佐
賀
投
資

株
式
会
社
か
ら
引
き
継
い
だ
出
資
金

百
四
十
万
七
千
円
、
預
金
九
百
七
十

九
万
二
千
円
、
貸
出
金
九
百
五
十
四

万
七
千
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

二
十
八
年
二
月
に
現
在
地
に
本
店

を
移
転
し
、
信
用
金
庫
法
に
よ
り
、

同
年
三
月
二
十
八
日
佐
賀
信
用
金
庫

へ
改
組
し
た
。
そ
の
後
、
佐
賀
市
を

中
心
に
店
舗
網
を
充
実
し
、
前
述
の

と
お
り
十
五
店
舗
で
営
業
し
て
い

る
。
当
金
庫
初
の
支
店
と
し
て
二
十

九
年
に
開
設
し
た
早
津
江
支
店
（
佐

賀
郡
）
が
地
元
有
志
に
よ
る
請
願
で

実
現
し
た
こ
と
は
、
地
域
密
着
を
標

榜
し
て
い
る
当
金
庫
と
し
て
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

平
成
五
年
に
は
、
「
信
頼
・
誠
実

・
情
熱
を
も
っ
て
地
域
と
共
に
二
十

一
世
紀
へ
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
く

姿
を
表
現
し
た
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
制
定
し
た
。
同
時
に
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
「
あ
な
た
の
笑
顔
が
ほ
し

い
か
ら
」
に
決
定
し
、
職
員
の
お
客

さ
ま
に
接
す
る
気
持
ち
と
感
謝
の
思

い
を
表
現
し
て
い
る
。

当
金
庫
は
、
今
年
で
創
立
五
十
七

周
年
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
は
決
し

て
平
坦
な
道
で
は
な
く
、
山
あ
り
、

谷
あ
り
の
道
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
数
多
く
の
先
人
の
努
力
と
当

金
庫
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ
い
た
お

客
さ
ま
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、

設
立
当
初
か
ら
資
金
不
足
と
不
良
債

当金庫本店の一角に鎮座する“ゆめこいえびす”

十数年前当金庫本店近くの
川の中から、小さな、小さ
なえびすさんが見つかっ
た。その美しさに魅せられ
た商店街の人たちが、おお
らかなえびすさんとして復
元し、その名も「ゆめこい
えびす」。街に夢と活気を
取り戻しなくしたものが出
てくるという縁起もののえ
びすさん。―佐賀はえびす
さんの街である。
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権
の
回
収
に
悪
戦
苦
闘
し
、
昭
和
三

十
年
代
半
ば
に
金
庫
経
営
の
礎
を
築

い
た
先
人
の
努
力
、
苦
労
を
忘
れ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

創
業
の
心
を
大
切
に
し
、
信
用
金

庫
の
原
点
を
常
に
探
り
な
が
ら
、
変

化
の
荒
波
に
耐
え
抜
い
て
い
け
る
足

腰
を
強
く
し
て
、
自
己
改
革
、
変
革

を
恐
れ
ず
、
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

真
に
地
域
社
会
、
住
民
の
方
々
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
信
用
金
庫
を
め
ざ
し

て
い
る
。

平
成
十
七
年
三
月
期
に
念
願
の
預

金
残
高
一
千
億
円
を
突
破
し
た
。
翌

十
八
年
三
月
末
現
在
の
当
金
庫
の
主

な
計
数
は
別
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

経
営
戦
略
お
よ
び

当
面
す
る
諸
課
題

当
金
庫
は
、
昭
和
二
十
四
年
創
業

以
来
、
「
地
域
社
会
の
繁
栄
に
貢
献

す
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
お
客

さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
信
用

金
庫
に
な
る
よ
う
歩
ん
で
き
た
。
こ

の
相
互
扶
助
の
精
神
を
念
頭
に
お

き
、
協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て
の

社
会
的
役
割
を
全
う
す
べ
く
邁
進
し

て
き
た
が
、
当
金
庫
が
長
期
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
信
用
金
庫

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
会
員
の
方
々

か
ら
の
支
持
を
得
、
信
頼
関
係
を
確

立
し
て
地
域
社
会
と
の
共
存
共
栄
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

昨
年
度
の
金
融
界
を
振
り
返
る

と
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
を
も
た

ら
し
た
不
良
債
権
処
理
問
題
が
よ
う

や
く
峠
を
越
え
、
金
融
シ
ス
テ
ム
が

安
定
化
へ
向
か
い
始
め
た
中
で
、
四

月
に
は
ペ
イ
オ
フ
の
凍
結
が
完
全
解

除
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
金
融
が
非

常
時
を
脱
出
し
、
平
時
へ
移
行
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
一
年
で

あ
っ
た
。

経
済
状
況
は
全
体
と
し
て
は
回
復

傾
向
を
続
け
、
明
る
い
兆
し
が
見
え

つ
つ
あ
る
。
佐
賀
で
も
損
保
ジ
ャ
パ

ン
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
小
糸
製
作

所
の
工
場
の
進
出
に
よ
る
雇
用
創
出

が
期
待
さ
れ
る
な
ど
の
明
る
い
話
題

も
み
ら
れ
る
一
方
、
中
心
商
店
街
の

空
洞
化
は
深
刻
さ
を
増
し
、
建
設
業

に
お
い
て
も
公
共
工
事
の
圧
縮
で
多

く
の
業
者
が
淘
汰
さ
れ
る
な
ど
、
地

元
中
小
企
業
者
に
と
っ
て
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
、
当
金
庫
で
は
、
地

元
中
小
零
細
企
業
の
経
営
改
善
・
再

生
に
は
佐
賀
県
中
小
企
業
再
生
支
援

協
議
会
と
の
連
携
で
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
私
募
債
の
引
き
受
け
を
九
州
北

部
信
用
金
庫
協
会
管
内
で
は
初
め
て

実
現
し
、
動
産
担
保
な
ど
新
し
い
金

融
手
法
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
て

地
域
金
融
の
円
滑
化
に
貢
献
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
。

今
年
度
の
金
融
業
界
に
お
い
て

は
、
郵
政
民
営
化
、
政
府
系
金
融
機

関
の
統
廃
合
・
民
営
化
、
預
り
資
産

ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
、
新
銀
行
代
理
店

制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
見
据
え
た
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
当
金
庫

に
お
い
て
も
、
従
来
型
の
営
業
ス
タ

イ
ル
を
コ
ス
ト
、
収
益
を
意
識
し
た

新
渉
外
体
制
に
転
換
し
、
こ
れ
に
窓

口
営
業
力
の
強
化
を
加
え
た
内
・
外

一
体
と
な
っ
た
推
進
体
制
の
構
築
を

図
り
、
全
員
営
業
体
制
を
さ
ら
に
推

し
進
め
て
い
る
。

今
年
度
は
、
「
し
ん
き
ん
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
二
〇
〇
六
」
に
基
づ
き
、
地

域
社
会
、
顧
客
に
よ
り
一
層
目
を
向

け
、
こ
れ
に
金
庫
を
加
え
た
「
三
方

よ
し
の
経
営
実
践
」
を
経
営
方
針
の

一
つ
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
前
年
度

に
過
去
長
年
の
諸
問
題
に
一
応
の
め

ど
が
つ
い
た
た
め
、
こ
れ
か
ら
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
「
守
り
か
ら

攻
め
へ
」
の
転
換
を
図
り
、
地
域
金

融
機
関
相
互
の
激
し
い
競
争
に
挑
戦

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

自
己
啓
発
に
努
め
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
地
域
社
会
・
顧
客
に
と
っ

て
「
よ
き
相
談
相
手
」
と
な
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
な

る
こ
と
が
お
客
さ
ま
に
選
ば
れ
る
金

み
ち

融
機
関
へ
の
途
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。地

域
か
ら
当
金
庫
に
課
せ
ら
れ
た

期
待
に
十
分
応
え
て
い
く
に
は
、
収

益
意
識
を
育
み
高
め
、
貸
出
金
増
強

を
中
心
に
安
定
的
な
収
益
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
経
営
方
針
に
は
「
経
営
基
盤
の

拡
充
」（
副
題：

お
客
さ
ま
に
選
ば
れ

る
金
融
機
関
へ
の
挑
戦
）
を
据
え

た
。
同
時
に
、
公
共
性
の
高
い
金
融

機
関
に
は
高
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
経
営
方
針
の

私の経営理念・経営方針
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一
つ
と
し
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

重
視
の
経
営
」
姿
勢
を
強
く
打
ち
出

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
「
地
域
社
会
よ

し
」「
お
客
さ
ま
よ
し
」「
金
庫
よ
し
」

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
、
共
に
幸
せ

に
な
れ
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
基
盤
の
拡
充

一

持
続
可
能
な
安
定
的
収
益
の
確

保
・
良
質
な
貸
出
資
産
の
積
み
上
げ

・
貸
出
資
産
内
容
の
健
全
化

・
地
域
シ
ェ
ア
の
拡
大

二

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
の
経

営
・
法
令
遵
守
体
制
の
強
化

・
基
本
動
作
の
徹
底

三

三
方
よ
し
の
好
循
環
経
営
の
実

践
・
顧
客
満
足
度
の
向
上

・
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
参
画

・
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

地
域
貢
献
活
動

１

地
域
行
事
へ
の
参
加

①
「
栄
の
国
ま
つ
り
」
の
総
踊
り
へ

の
参
加

毎
年
八
月
、
第
一
日
曜
日
午
後
六

時
よ
り
佐
賀
市
中
央
大
通
り
で
開
催

さ
れ
る
総
踊
り
に
は
百
名
以
上
で
参

加
。
昨
年
度
は
女
性
用
の
浴
衣
を
新

調
し
た
。

②
鳥
栖
山
笠

毎
年
七
月
末
の
土
・
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
鳥
栖
夏
祭
り
に
、
鳥
栖
支

店
ほ
か
の
職
員
で
山
笠
の
運
行
に
協

力
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
さ

れ
て
い
る
。

③
富
士
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

毎
年
四
月
に
開
催
さ
れ
、
古
湯
温

泉
支
店
が
運
営
に
協
力
し
て
い
る
。

２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

①
店
周
清
掃
活
動

全
店
で
毎
朝
店
周
の
清
掃
を
行
っ

て
い
る
。
十
七
年
に
は
本
店
地
区
に

お
い
て
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
佐
賀

市
長
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
祭

毎
年
十
一
月
に
開
催
し
て
い
る
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
を
開
催

し
、
売
上
金
は
佐
賀
善
意
銀
行
へ
預

託
し
て
い
る
。

③
献
血
運
動

毎
年
六
月
に
「
信
用
金
庫
の
日
」

を
記
念
し
て
職
員
、
地
域
の
方
で
行

っ
て
い
る
。
毎
年
百
名
以
上
の
協
力

が
あ
る
。

３

顧
客
サ
ー
ク
ル
活
動

①
運
営

年
金
友
の
会
の
活
動
で
あ
り
、
観

劇
会
と
旅
行
を
隔
年
で
開
催
し
て
い

る
。
観
劇
会
は
佐
賀
市
文
化
会
館
を

貸
切
り
、
千
五
百
名
以
上
の
参
加
が

あ
る
。
ま
た
、
旅
行
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
営
業
店
単
位
で
行
っ
て
き
た

も
の
を
今
年
か
ら
全
店
合
同
の
旅
行

と
し
て
開
催
し
、
総
勢
三
百
名
の
参

加
を
得
た
。

②
釣
友
会
運
営

釣
り
を
趣
味
と
さ
れ
る
お
客
さ
ま

の
サ
ー
ク
ル
で
、
年
四
回
の
釣
り
大

会
を
開
催
し
て
い
る
。

③
企
業
会
計
セ
ミ
ナ
ー

「
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
」
と

の
共
催
で
十
七
年
度
よ
り
開
始
し

た
。
企
業
会
計
に
つ
い
て
税
理
士
か

ら
講
義
を
受
け
、
終
了
後
懇
親
会
を

開
催
し
て
い
る
。
会
計
法
、
税
法
な

ど
の
毎
年
の
改
正
点
も
併
せ
て
勉
強

し
て
い
る
。

「栄の国まつり」へ参加！（上）。店周の清
掃活動や花壇の整備などに取り組む（下）。
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お
わ
り
に

農
漁
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
が
中
心
の

佐
賀
市
周
辺
で
も
、
景
気
の
底
打
ち

感
が
出
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

企
業
倒
産
件
数
や
有
効
求
人
倍
率
を

み
て
も
、
都
市
部
の
好
況
が
よ
う
や

し

く
地
方
に
も
染
み
出
し
て
き
た
感
触

を
得
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
済
状
況

を
反
映
し
て
、
十
八
年
三
月
末
の
貸

出
金
は
前
年
同
期
比
二
・
四
％
増
の

六
百
五
十
五
億
四
千
九
百
万
円
と
、

七
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。
体
力

面
で
は
、
不
良
債
権
処
理
負
担
が
軽

減
し
た
の
が
大
き
い
。

不
良
債
権
額
は
前
期
比
二
〇
・
六

％
減
の
七
十
二
億
七
千
八
百
万
円
、

不
良
債
権
比
率
も
三
・
〇
一
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
て
一
〇
・
六
八
％
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
不
良
債
権
比
率
の
改
善

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
中

小
零
細
事
業
所
が
多
い
佐
賀
県
の
産

業
構
造
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
数
値

を
許
容
し
て
地
域
経
済
を
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
数
年
の
最
大
課
題
だ
っ
た
不

良
債
権
処
理
が
経
営
の
正
面
か
ら
は

ず
れ
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
資
金
ニ
ー

ズ
を
探
る
段
階
と
判
断
し
て
い
る
。

メ
ガ
バ
ン
ク
や
地
銀
に
比
べ
れ
ば
周

回
遅
れ
の
感
は
否
め
な
い
が
、
当
金

庫
も
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
の

は
確
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
か
つ
て
の
バ
ブ
ル
期
の

よ
う
な
手
法
の
営
業
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
。
地
域
密
着
と
い
う
核
の
部

分
を
固
め
な
が
ら
、
新
し
い
収
益
源

を
手
探
り
す
る
と
い
う
堅
実
さ
が
求

め
ら
れ
る
。
心
情
的
に
は
コ
ア
業
務

を
ど
う
維
持
で
き
る
か
が
地
域
か
ら

の
信
頼
維
持
に
つ
な
が
り
、
当
金
庫

の
生
き
残
り
を
決
め
る
と
思
う
。
顔

が
見
え
る
営
業
を
通
じ
て
得
意
先
を

幅
広
く
求
め
、
地
盤
で
あ
る
佐
賀
市

内
で
シ
ェ
ア
一
〇
％
を
少
し
で
も
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昨
年
十
月
か
ら
全
十
五
店
舗
に
新

規
開
拓
専
担
を
一
人
ず
つ
配
置
し

た
。
各
店
舗
に
は
平
均
三
人
の
営
業

担
当
を
置
い
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

一
人
を
取
引
先
の
新
規
開
拓
や
疎
遠

に
な
っ
て
い
る
先
の
再
顧
客
化
に
専

念
さ
せ
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
当
初
は

新
体
制
へ
の
と
ま
ど
い
も
み
ら
れ
た

が
、
今
年
に
入
り
よ
う
や
く
狙
い
が

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
地
域
密
着
と
い

う
原
点
に
戻
り
、
個
々
の
営
業
力
を

磨
い
て
い
く
と
い
う
地
道
な
ス
タ
イ

ル
に
固
執
し
て
い
き
た
い
。

十
五
年
三
月
期
に
大
口
融
資
先
の

倒
産
に
よ
り
、
赤
字
決
算
を
余
儀
な

か
て

く
さ
れ
た
教
訓
を
糧
に
、
信
用
金
庫

本
来
の
使
命
で
あ
る
中
小
零
細
企
業

者
へ
の
小
口
融
資
の
推
進
、
信
用
金

庫
な
ら
で
は
の
親
身
な
相
談
機
能
の

充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
引
先
の
途
上
管
理
に
は
、
特
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

コ
ア
業
務
以
外
で
は
、
当
面
国
債

と
変
額
保
険
の
販
売
に
と
ど
め
て
い

る
が
、
投
資
信
託
の
販
売
は
時
期
を

み
て
判
断
し
た
い
。

一
方
で
、
市
町
村
合
併
な
ど
変
わ

り
い
く
地
域
に
合
わ
せ
た
店
舗
網
の

再
編
成
も
課
題
で
あ
る
。

職
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
、
二
〇
〇
七
年
問
題
な
ど
へ
対
応

す
る
た
め
の
人
事
制
度
改
革
を
通
し

て
、
生
き
生
き
と
し
た
職
場
環
境
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
近
、
金
融
機
関
で
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
問
題
が
散
見
さ
れ
る
。
対
岸

の
火
事
と
は
せ
ず
、
他
山
の
石
と
し

て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
強
化
に

腐
心
し
て
い
き
た
い
。

他
の
金
融
機
関
に
は
遅
々
と
し
た

歩
み
の
印
象
を
与
え
よ
う
が
、
身
の

丈
に
合
っ
た
、
そ
し
て
少
し
だ
け
背

伸
び
し
た
金
庫
経
営
を
や
っ
て
い
き

た
い
。
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（上）。チャリティーバザー等の売上
金は佐賀善意銀行に預託した（下）。
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